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大都市大震災軽減化特別プロジェクト 














点の観測点が設置され，2004(平成 16)年度には河内長野市－新宮市間に 10 点，2005(平





2． 観測機材  






SK14～SK28 の計 15 観測点，及び 2006 年度に奈良県西部に設置した SK29～SK35(図
1)において，観測機器の電力系であるソーラーパネルの発電容量を 24W から 55W (昭
和ソーラーエネルギー社製 GT136)に変更した(写真 1a)。バッテリーは，12V36Ah (現
代製 55B24R)から 12V52Ah(GS YUASA 製 TR-80D23R)に変更(写真 1b)した。バッテリ
ー容量の増大と，ソーラーパネルを 2 倍の容量にしたことにより，少々の日陰や積雪




















































































































































図 2 観測機器の接続図 
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a ソーラーパネル (GT136) 
 
 





写真 1 観測機器（電力系） 










り，プライベートな  TCP/IP ネットワークを構築し，リアルタイムで地震波形データ
を取得できるような観測システム(図 2b)を構築した。その際，データロガー(白山工業





置 で あ る UPS(APC 製
BE325-JP：写真  3)を使用した。


























写真 3 コンテナ内の観測機器 













































































テーブル 1 積雪対策 
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本来，1 ヶ月ごとに行っていた CF カードの
交換を，約 2 ヶ月ごとに行った。そのため，
冬季にはソーラーパネル 2 台とバッテリー
4 本を用いて，電力系の強化を施し  (テーブ
ル  1 の下から 2 番目の写真)，欠測なくデー
タの記録ができた。  
 


















写真 4 観測点 SK22 の積雪 
 
 
写真 5 蟻の侵入 
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6． 撤収作業 
① 北の点（15 点），南の点（13 点），中
の点（7 点）の順に撤収を行った。 
② ISDN 化した点は，北の点 8 点，南の
点 1 点の計 9 点。  
③ 電源をオンライン化した点は，北の
点 9 点，南の点 5 点の計 14 点。  
④ 雪の心配があったため，北の点より





⑥ オフライン点の作業は技術室が全て行った。  
⑦ オフライン点では，北の点 5 名で（2 日で 6 点），南の点 4 名で（3 日で８点+オン
ライン点 1 点），中の点 4 名で（2 日で 7 点）撤収した。 
⑧ オンライン点では，北の点を技術室 2 名+ホクト 2 名で（2 日で 9 点），南の点を技
術室 2 名+ホクト 2 名で（2 日で 4 点）撤収した。  
⑨ オンライン化した点の電源撤去工事はホクト電機が担当（電気工事士免許が必要）。 
⑩ ISDN 回線の撤去工事は NTT にホクト電機が依頼。  
 
7． 地震データ 





 この観測によって 2004 年 5 月から 2006 年 7 月までに 39,627 個のイベントファイル
が得られている。   
これらを用いて，紀伊半島～近畿北部地域におけるレシーバ関数イメージや，地震波
トモグラフィーおよび地震波の反射面についての解析など，構造調査が行われている。 















写真 6 地震計の足 
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図 3 三重県を震源とする地震の震源地とマージした波形 
（August 2，2006 15h57m，34.5°136.5°depth37km, M2.5）. 
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